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2はかる　No.150

は
じ
め
に

S
ociety5.0

等
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の

変
革
が
必
要
と
さ
れ
、
Ｄ
Ｘ
（D

igital 
T

ransform
ation

）
化
が
叫
ば
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
必
要
情
報
の
獲
得
・

伝
送
・
記
録
に
関
わ
る
基
盤
技
術
と
し

て
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
が
あ
り
、
膨
大
な

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
市
場
を
開
拓
す
る
も

の
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

現
状
を
鑑
み
る
と
き
、
必
ず
し
も
そ

の
よ
う
な
状
況
が
活
発
に
進
行
し
て
い

る
訳
で
な
く
、
大
き
な
期
待
を
掛
け
声

だ
け
に
終
わ
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
求
め
た
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
Ｄ
Ｘ
化
の
眼
目

は
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

す
る
点
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ

（
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
）
を
ど
の
よ
う
な

デ
ジ
タ
ル
技
術
（
Ａ
Ｉ
技
術
）
と
連
携

さ
せ
る
の
か
が
問
題
を
解
決
す
る
鍵

で
、
そ
こ
に
は
広
範
囲
の
多
様
性
と
可

能
性
が
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
こ
で
本
欄
で
は
、
セ
ン
シ
ン
グ
技

術
の
新
た
な
振
興
を
目
指
し
膨
大
な
市

場
を
ど
う
創
出
し
て
ゆ
く
の
か
に
つ
い

て
私
論
（
試
論
）
を
展
開
し
て
見
た
い
。

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
振
興
市
場
の

�

大
創
出
を
目
指
し
て

１
．�

新
市
場
大
創
出
の
バ
ッ
ク
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
的
シ
ナ
リ
オ

「
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
と

市
場
形
成
」
を
最
終
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
時
の
発
展
経
過
と
し
て
の
シ
ナ
リ
オ

を
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
的
に
考
え

て
み
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
。

図
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
シ

ナ
リ
オ
は
全
体
が
７
つ
の
段
階
に
分
け

ら
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
現
状
が
こ
の
シ
ナ
リ
オ
の

ど
の
段
階
に
位
置
し
て
い
る
の
か
に
あ

る
。
残
念
な
が
ら
、
①
の
段
階
に
あ
る

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
認

識
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
認
識
を
出
発
点
と
し

て
、
如
何
に
現
状
を
打
破
し
て
行
く
べ

き
か
に
つ
い
て
２
・
３
の
考
察
を
述
べ

て
み
た
い
。

２
．�

セ
ン
シ
ン
グ
技
術

新
市
場
開
拓
イ
メ

ー
ジ
の
明
確
化

～�

潜
在
的
で
膨
大
な
セ
ン
シ

ン
グ
技
術
未
開
拓
分
野
～

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
か
ら

見
た
と
き
、
機
器
計
測
化
、

見
え
る
化
、
情
報
化
が
遅

れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
そ
れ

ら
が
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ

て
い
な
い
領
域
・
分
野
が
数

限
り
な
く
存
在
し
て
い
る
。

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

の
時
代
を
思
い
浮
か
べ
れ

ば
、
既
に
製
造
業
の
分
野

で
は
広
く
そ
の
種
の
こ
と

が
普
及
し
て
い
る
。
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

未
開
の
分
野
に
展
開
す
れ
ば
、
そ
の
分

野
の
自
動
化
・
省
力
化
・
効
率
化
に
役

立
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
し
て

人
手
不
足
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
そ
の
種

の
動
き
が
少
な
い
の
は
む
し
ろ
奇
異
と

言
え
る
。
地
域
の
過
疎
化
や
高
齢
化
の

問
題
と
も
複
合
し
、
産
業
の
喪
失
を
危

惧
す
る
側
面
も
浮
上
し
て
き
て
お
り
大

き
な
社
会
問
題
で
は
あ
る
。

既
に
種
々
の
議
論
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
つ
つ
、
セ
ン

シ
ン
グ
技
術
未
開
拓
領
域
・
分
野
を
並

べ
て
み
た
も
の
が
図
２
で
あ
る
。

３
．�

シ
ナ
リ
オ
の
②
：
セ
ン
シ
ン
グ

ニ
ー
ズ
の
具
体
的
把
握

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
が
未
開
拓
な
分
野

に
計
測
技
術
を
導
入
す
る
と
き
、
既
に

あ
る
セ
ン
サ
や
計
測
機
器
を
右
か
ら
左

東京工業大学　名誉教授
一般社団法人次世代センサ協議会　会長

小林　彬
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図１　新市場創出のシナリオ
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3 はかる　No.150

に
展
開
す
れ
ば
済
む
わ
け
で
な
く
、
こ

れ
ま
で
の
視
点
と
は
異
な
る
観
点
か
ら

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
が
求
め
ら
れ
、

新
し
い
セ
ン
シ
ン
グ
方
式
の
開
発
が
必

要
と
な
る
。
こ
の
点
、
狙
い
と
す
る
セ

ン
シ
ン
グ
ニ
ー
ズ
の
本
質
を
具
体
的
に

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
例
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
上
げ
て
み
た

い
。
周
知
の
よ
う
に
、
三
密
（
密
閉
・

密
集
・
密
接
）
の
回
避
に
留
意
し
具
体

策
と
し
て
換
気
シ
ス
テ
ム
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

換
気
シ
ス
テ
ム
の
代
表
例
は
空
気
清

浄
機
で
あ
り
、
こ
れ
にC

O
2

セ
ン
サ

が
搭
載
さ
れ
、
閉
鎖
空
間
に
お
け
る
人

間
の
密
の
状
況
をC

O
2

濃
度
で
管
理

し
、
合
理
的
に
換
気
シ
ス
テ
ム
を
動
作

さ
せ
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。一
方
、

人
間
の
居
住
空
間
の
快
適
性
を
保
つ
に

は
、
過
度
の
換
気
動
作
は
避
け
る
べ
き

で
、
感
染
拡
大
防
止
と
併
せ
快
適
性
環

境
確
保
の
側
面
か
ら
も
セ
ン
サ
の
活
用

を
認
識
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
状

況
に
よ
っ
て
換
気
が
必
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
対
象
の
例
を
図
３
に
示
す
。

４
．�

膨
大
で
潜
在
的
な
セ
ン
シ
ン
グ

ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
さ
せ
開
拓
す

る
た
め
に

計
測
技
術
関
係
者
の
方
々
と
議
論
し

て
み
る
と
、
何
処
に
ど
の
よ
う
な
セ
ン

シ
ン
グ
ニ
ー
ズ
が
在
る
の
か
分
か
ら
な

い
と
す
る
人
は
少
な
く
な
い
。
一
方
で

基
盤
技
術
と
し
て
の
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
へ
の
期
待
は
極
め
て
大
き
い
。
こ

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
る
意
味
深
刻
で
、
是

非
と
も
埋
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

図
１
の
シ
ナ
リ
オ
を
前
提
に
す
れ

ば
、
先
ず
、
シ
ナ
リ
オ
①
②
を
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
に
と
っ
て
膨
大
で
潜
在
的
な
セ

ン
シ
ン
グ
ニ
ー
ズ
は
明
ら
か
な
の
で
あ

る
が
、
一
般
関
係
者
に
と
っ
て
想
像
が

難
し
く
、
興
味
を
持
つ
に
至
ら
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
方
法
を
工
夫
し

て
、
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
さ
せ
、
想
像
力

を
補
う
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
は
顕
在
化
の
一
つ
と
し
て
大
規

模
な
ニ
ー
ズ
調
査
を
考
え
て
い
る
。
関

係
者
を
集
め
、
組
織
的
に
関
係
学
術
団

体
・
関
係
企
業
・
関
係
現
場
等
に
対
し

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
取
材
し
て
回

り
、
情
報
を
集
め
て
分
析
・
体
系
化
し
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
立
場
か

ら
結
果
を
公
開
す
る
の
で
あ
る
。

セ
ン
シ
ン
グ
ニ
ー
ズ
の
具
体
的
イ
メ

ー
ジ
を
明
確
に
で
き
る
の
で
、
新
た
な

セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
促

し
、
学
術
的
方
法
論
の
検
討
も
含
め
、

開
発
体
制
の
整
備
に
も
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。

５
．�

大
規
模
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

の
留
意
点

最
後
に
大
規
模
ニ
ー
ズ
調
査
を
進
め

る
に
つ
い
て
の
留
意
点
に
触
れ
て
お
き

た
い
。

１
）�

関
係
者
へ
の
呼
び
か
け
（
調
査
担

当
）

　

�

計
測
技
術
を
メ
イ
ン
に
扱
っ
て
い
る

諸
団
体
に
呼
び
か
け
る
。

　

�

・
計
工
連　

・
計
測
自
動
制
御
学

会　

・
次
世
代
セ
ン
サ
協
議
会　

　

�

・
セ
ン
サ
イ
ト　

・
セ
ン
シ
ン
グ
技

術
応
用
研
究
会　

・
日
本
電
気
計
測

器
工
業
会　

等

２
）
調
査
対
象
分
野

　

・�

図
２
に
あ
る
様
々
な
分
野
を
念
頭

に
置
く
。

３
）
調
査
項
目

　

・�

関
係
者
で
主
要
項
目
を
協
議
し
、

分
野
ご
と
に
細
部
を
詰
め
る
。

４
）
支
援
団
体
等

　

・�

経
済
産
業
省
を
始
め
と
し
適
当
な

支
援
組
織
を
想
定
す
る
。

５
）�

セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
活
用
の
受

益
者
の
考
察

　

・�

セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
活
用
の
最

終
的
受
益
者
は
広
く
一
般
市
民
で

あ
る
。
新
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
開
発
を
考
え
る
と
き
、
一
般
市

民
が
何
を
望
ん
で
お
り
、
何
に
興

味
を
持
つ
の
か
の
視
点
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

６
）
結
果
の
公
開

　

・�

講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
等
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
的
立
場
か
ら
普

及
に
努
め
る
。

お
わ
り
に

関
連
学
術
団
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
競
い

合
う
よ
り
、
一
致
協
力
し
て
セ
ン
シ
ン

グ
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
し
、
新
市
場
開
拓

の
た
め
明
確
な
目
標
に
向
か
っ
て
共
同

で
必
要
な
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

図２　センシング技術適用未開拓分野
～農業・水産業から行政分野に至る膨大な領域がある～

図３　換気が必要になると考えられる対象の例：膨大で潜在的
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方
針我

が
国
経
済
は
、
民
需
を
中
心
に
穏

や
か
に
持
ち
な
お
し
て
い
る
。
円
安
方

向
へ
の
為
替
変
動
も
あ
り
、
約
40
年
ぶ

り
の
高
い
物
価
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
か
ら
１
年
を
経
過
す
る

も
、
停
戦
へ
の
道
筋
が
見
え
な
い
中
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
制
限
や
食
糧
問
題

な
ど
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

我
が
国
の
モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
戦

略
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
加
速
に
見
ら
れ
る

デ
ジ
タ
ル
通
信
に
係
る
技
術
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
対
策

や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
な
ど
に
積
極
的

な
取
り
組
み
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
の
中
、
計
量
・
計
測
機
器

産
業
は
、
最
高
売
上
を
記
録
し
た
２
０

１
８
年
に
近
い
生
産
出
荷
金
額
に
ま
で

回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
原
材
料
の
高
騰

に
加
え
、
電
子
部
品
等
の
供
給
が
十
分

で
な
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
生
産
活

動
に
不
安
を
残
し
て
い
る
。
一
方
、
半
導

体
、
情
報
通
信
機
器
業
界
が
進
め
る
５

Ｇ
や
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
た

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
新
た
な
製
品
市
場
の
創
出
、

社
会
実
装
が
進
む
な
ど
、
設
備
需
要
の

拡
大
に
明
る
い
兆
し
も
感
じ
ら
れ
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
今
年
度
事
業
で
は
、

政
府
が
進
め
る
Ｄ
Ｘ
、
次
世
代
ヘ
ル
ス
ケ

ア
等
の
新
産
業
創
出
に
対
応
す
る
最
新

の
計
量
・
計
測
技
術
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲

げ
る
様
々
な
技
術
開
発
支
援
事
業
な
ど

を
推
進
し
、
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
。

主
な
活
動
と
し
て
、今
年
４
月
に
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
たIC

W

（International 
C

onference of W
eighing

）
が
、
ド

イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
場
で
計
量
計
測
分
野
で
の
Ｄ
Ｘ
の

取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
、
最
新
の
計
量

関
連
技
術
情
報
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
会
員

企
業
の
製
品
が
社
会
生
活
で
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
重
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
小
学
校
高

学
年
向
け
学
習
教
材
の
活
用
に
向
け
た

事
業
に
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、
よ
り
多
く
の
情
報
発
信
を
行

え
る
よ
う
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
方
面
か
ら
閲
覧

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
業
界
情
報
の
発

信
拠
点
と
し
て
機
能
の
強
化
を
図
る
。

こ
の
よ
う
に
新
た
な
事
業
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
従
来
実
施
し
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
も
よ
り
進
化
さ
せ
、
会
員
各

位
の
製
品
開
発
、
需
要
拡
大
に
資
す
る

事
業
と
し
て
展
開
す
る
。

事
業

１
．
技
術
開
発
に
係
る
事
業

⑴
Ｄ
Ｘ
に
係
る
活
用
研
究

計
量
計
測
機
器
は
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

に
お
け
る
セ
ン
サ
と
し
て
の
活
用
が
期

待
さ
れ
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
の
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
最
新
の
通
信
技
術
に
よ

る
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
計
量
計
測
機
器
と

の
組
み
合
わ
せ
に
係
る
施
策
の
概
要
、

取
り
組
み
の
方
向
性
、
活
用
事
例
等
の

調
査
研
究
を
行
い
、
計
量
計
測
機
器
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
会
員
企
業
の

技
術
開
発
に
資
す
る
。

今
年
度
は
、
計
量
計
測
分
野
で
の
Ｄ

Ｘ
を
推
進
す
る
先
進
各
国
の
企
業
や
機

関
の
情
報
収
集
を
図
り
、
活
用
事
例
の

調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ

ー
等
で
情
報
発
信
を
行
う
。

⑵
新
技
術
導
入
・
活
用
に
係
る
セ
ミ
ナ

ー
、
講
演
会
等
の
開
催

多
様
化
す
る
計
量
計
測
ニ
ー
ズ
や
技

術
革
新
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
産
業

分
野
で
期
待
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

情
報
通
信
技
術
、新
材
料
等
々
の
導
入
・

活
用
に
つ
い
て
、
学
識
者
、
会
員
有
志

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
、講
演
会
を
開
催
し
、

会
員
企
業
の
新
技
術
導
入
や
活
用
に
資

す
る
。

今
年
度
は
前
年
度
よ
り
実
施
し
て
き

た
「
安
心
・
安
全
な
環
境
作
り
に
求
め

ら
れ
る
計
測
技
術
」
の
テ
ー
マ
を
継
続

し
、
健
康
生
活
に
お
け
る
環
境
技
術
か

ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
保
全
、
低
炭
素
、

省
エ
ネ
に
係
る
設
備
な
ど
の
事
業
環
境

ま
で
、
関
連
す
る
セ
ン
サ
や
計
測
機
器

に
係
る
技
術
を
探
っ
て
い
く
。

⑶
製
品
・
技
術
開
発
の
た
め
の
産
学
官

連
携
に
係
る
調
査
研
究

経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
、
企
業
間
の
競
争
は
一
段
と
厳
し
さ

を
増
し
、
競
争
力
強
化
の
た
め
に
は
独

自
技
術
・
製
品
を
持
つ
こ
と
、
付
帯
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
き
た
。

・
理
工
系
大
学
、
研
究
機
関
等
が
所
有
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す
る
計
量
計
測
に
係
る
研
究
内
容
、

成
果
、
共
同
開
発
事
例
等
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
会
員
企
業
の
技

術
開
発
を
支
援
す
る
。

・IN
T

E
R

M
E

A
S

U
R

E

の
ア
カ
デ
ミ

ー
プ
ラ
ザ
に
参
加
し
た
大
学
、
大
学

院
及
び
関
連
研
究
所
と
の
研
究
交
流

会
を
実
施
す
る
。

・
大
学
、
研
究
機
関
等
を
訪
問
し
、
産

学
連
携
事
業
へ
の
取
り
組
み
、
共
同

研
究
実
績
等
の
情
報
交
換
を
行
う
と

と
も
に
研
究
者
と
交
流
す
る
。

⑷
計
量
器
校
正
技
術
に
関
す
る
調
査
研

究質
量
（
は
か
り
）、
ピ
ペ
ッ
ト
（
液

体
微
量
体
積
計
）
の
校
正
・
検
査
技
術

に
係
る
研
究
会
を
設
置
し
、
計
量
標
準

の
供
給
技
術
の
開
発
、
規
格
の
整
備
及

び
普
及
並
び
に
標
準
供
給
事
業
で
発
生

す
る
諸
問
題
の
解
決
に
資
す
る
。

ま
た
、
本
会
内
に
「
温
度
計
測
・
熱

物
性
研
究
会
」
を
新
設
し
、
独
立
行
政

法
人 

日
本
学
術
振
興
会
・
温
度
計
測

分
科
会
の
研
究
活
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と

と
す
る
。

２
．
規
格
の
作
成
と
普
及
に
係
る
事
業

⑴
国
際
法
定
計
量
機
関
（
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
）

勧
告
審
議
調
査
及
び
規
格
の
策
定
と

普
及
活
動

計
量
器
の
た
め
の
国
際
規
格
で
あ
る

Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
勧
告
と
国
内
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

等
）
の
整
合
化
は
、
国
際
競
争
力
を
確

保
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た

め
関
連
す
る
国
際
会
議
へ
積
極
的
に
出

席
し
、
国
際
動
向
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
我
が
国
意
見
の
反
映
を
図
る
。

ま
た
、
諸
外
国
の
最
新
の
法
定
計
量

に
関
す
る
動
向
と
規
格
内
容
の
調
査
を

行
い
、
会
員
へ
の
説
明
会
、
計
工
連
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
本
会
Ｈ
Ｐ
）
に
て
情
報

発
信
を
行
う
。

⑵
国
際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
規
格

策
定

Ｉ
Ｓ
Ｏ
国
内
審
議
団
体
と
し
て
、
次

の
技
術
委
員
会
及
び
小
委
員
会
で
日
本

意
見
を
取
り
ま
と
め
、
国
際
会
議
で
の

我
が
国
の
意
見
反
映
に
努
め
る
。
ま
た

関
係
諸
国
の
動
向
を
把
握
し
、
情
報
発

信
を
行
う
。

1）T
C

28/S
C

2

（
石
油
及
び
関
連

製
品
の
計
測
）

2）T
C

30/S
C

5/W
G

3·4

（
管
路
に

お
け
る
流
量
測
定
／
速
度
法
及
び

質
量
法
、
熱
式
質
量
流
量
計
、
コ

リ
オ
リ
式
質
量
流
量
計
）

3）T
C

30/S
C

7

（
管
路
に
お
け
る

流
量
測
定
／
水
道
メ
ー
タ
ー
を
含

む
体
積
計
）

⑶
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
に
関
す
る
調
査

次
の
法
定
計
量
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
つ
い

て
、
改
正
及
び
改
正
に
向
け
た
調
査
事

業
を
行
う
。

1）JIS
 B

 8572-4

　

�

燃
料
油
メ
ー
タ
ー
取
引
又
は
証
明

用-

第
４
部
：
定
置
燃
料
油
メ
ー

タ
ー
，
大
型
車
載
燃
料
油
メ
ー
タ

ー
及
び
簡
易
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
の

改
正

2）
水
銀
封
入
浮
ひ
ょ
う
類
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ

改
正
に
向
け
た
調
査

⑷
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
規
格
の
立
案

密
封
検
査
用
参
照
試
験
片
に
係
る
工

業
会
規
格
検
討
会
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
規
格
作
成
委
員
会
を
設
置

し
、
次
の
規
格
作
成
を
行
う
。

1）
密
封
検
査
用
参
照
試
験
片
の
評
価

方
法

2）
密
封
検
査
用
参
照
試
験
片
の
使
用

方
法

３
． 

計
量
器
の
普
及
・
広
報
に
係
る
事
業

⑴
計
量
計
測
機
器
総
覧
の
刊
行
及
び
Ｄ

Ｂ
の
改
訂

計
量
計
測
機
器
総
覧
２
０
２
４
／
２

０
２
５
年
版
を
作
成
し
、
広
く
内
外
の

ユ
ー
ザ
ー
、研
究
機
関
等
へ
頒
布
す
る
。

ま
た
、
本
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る

製
品
Ｄ
Ｂ
を
２
０
２
４
／
２
０
２
５
年

版
総
覧
を
ベ
ー
ス
に
更
新
し
、
最
新
の

計
量
計
測
製
品
・
技
術
情
報
を
国
内
外

の
ユ
ー
ザ
ー
へ
発
信
す
る
こ
と
で
、
需

要
の
開
拓
に
努
め
る
。

な
お
、
今
年
度
は
、
本
会
Ｈ
Ｐ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
考
慮
し
、
広
報
委
員
会

に
お
い
て
２
０
２
４
年
以
降
に
発
行
す

る
総
覧
及
び
Ｄ
Ｂ
の
編
集
方
針
に
つ
い

て
協
議
す
る
。

⑵
広
報
宣
伝
誌
「
は
か
る
」
│ 

計
量

計
測 

─ 

の
刊
行

広
報
宣
伝
誌
「
は
か
る
」
─ 

計
量

計
測 

─ 

を
年
4
回
刊
行
し
、
計
量
計

測
機
器
ユ
ー
ザ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
。ま

た
、
広
報
委
員
会
内
に
設
置
さ
れ

た
「
は
か
る
編
集
Ｗ
Ｇ
」
に
お
い
て
、

今
年
度
よ
り
「
は
か
る
」
の
新
た
な
編

集
方
針
に
つ
い
て
協
議
を
開
始
す
る
。

⑶
計
量
計
測
機
器
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂　

（
新
規
事
業
）

最
新
の
流
量
計
測
技
術
を
集
約
し
た

新
流
量
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

期
間
：�

２
０
２
３
年
度
中
の
出
版
を

目
指
す
。

⑷
計
量
計
測
機
器
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
頒

布会
員
各
社
が
協
力
し
て
作
成
し
た
、

は
か
り
、
自
動
は
か
り
、
流
量
計
、
レ
ベ

ル
計
及
び
健
康
管
理
用
計
測
機
器
マ
ニ

ュ
ア
ル
、
計
量
計
測
機
器
に
係
る
規
格

類
を
頒
布
し
、
ユ
ー
ザ
ー
各
位
の
計
量

計
測
機
器
の
最
適
な
使
用
、
保
守
・
管

理
及
び
適
切
な
機
器
選
定
等
に
資
す
る
。

INTERMEASURE2022 会場の様子（2022.9. 東京ビッグサイト）
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⑸
学
習
教
材
の
作
成

小
学
校
高
学
年
向
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

教
材
を
制
作
し
、
希
望
す
る
学
校
に
配

布
す
る
。

授
業
で
活
用
す
る
こ
と
で
児
童
及
び

そ
の
家
庭
に
対
し
、
産
業
に
お
け
る
計

量
機
器
の
役
割
と
重
要
性
を
伝
え
、
浸

透
を
図
る
。
ま
た
、
教
育
現
場
へ
の
貢

献
活
動
と
し
て
情
報
の
公
開
を
行
う
。

４
．
市
場
動
向
等
調
査
研
究
に
係
る
事
業

⑴
計
量
計
測
機
器
の
需
要
動
向
調
査

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、

材
料
・
化
学
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
等
の
産

業
で
成
長
が
見
込
ま
れ
る
特
定
の
産
業

を
取
り
上
げ
、
計
量
計
測
機
器
と
の
係

り
、
需
要
動
向
を
調
査
・
把
握
し
、
市

場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
計
量
計
測
機

器
や
シ
ス
テ
ム
等
の
開
発
に
資
し
て
き

て
い
る
。

今
年
度
は
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
循
環
経
済
）
に
お
け
る
計
量
計
測
機

器
の
需
要
動
向
」
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
す
る
。

⑵
海
外
の
計
量
計
測
機
器
市
場
・
投
資

環
境
等
動
向
調
査

経
済
成
長
著
し
い
国
や
地
域
の
市

場
、
流
通
、
技
術
、
投
資
環
境
、
計
量

標
準
及
び
法
定
計
量
制
度
等
を
調
査
す

る
た
め
、
調
査
団
を
派
遣
す
る
な
ど
し

て
会
員
各
社
の
海
外
市
場
の
開
拓
、
進

出
を
支
援
し
て
き
て
い
る
。

今
年
度
は
、
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク

で
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｗ
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
欧
州
の
計
量
関
係
機
関
を
訪

問
し
、
欧
州
に
お
け
る
計
量
計
測
機
器

の
市
場
動
向
及
び
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み

を
調
査
す
る
。

ま
た
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済

圏
を
対
象
に
計
量
計
測
機
器
の
市
場
動

向
及
び
計
量
制
度
調
査
を
行
い
、
本
会

Ｄ
Ｂ
に
反
映
さ
せ
る
。

５
．
計
量
制
度
に
係
る
調
査
研
究
事
業

⑴
指
定
検
定
機
関
認
定
制
度
へ
の
対
応

計
量
法
関
係
政
省
令
の
改
正
に
伴
い

指
定
検
定
機
関
認
定
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
同
制
度
は
、
既
に
６
社
が

指
定
検
定
機
関
の
指
定
を
受
け
検
定
業

務
を
開
始
し
て
い
る
。

本
会
で
は
、
指
定
検
定
機
関
の
拡
大

に
向
け
、
指
定
に
必
要
な
手
続
き
等
に

関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
関
係
会
員

が
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

⑵
自
動
は
か
り
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
普
及
活
動

自
動
は
か
り
が
計
量
法
の
特
定
計
量

器
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
会

で
は
自
動
捕
捉
式
は
か
り
、
充
塡
用
自

動
は
か
り
、
ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
、
コ

ン
ベ
ヤ
ス
ケ
ー
ル
の
４
機
種
に
つ
い

て
、
構
造
・
技
術
要
件
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
取

り
ま
と
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
周
知
・
普
及
を

図
る
た
め
、検
定
に
関
す
る
要
求
事
項
、

検
査
基
準
及
び
検
査
方
法
等
の
解
説
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

⑶
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
検
定
用
擬
似

材
料
の
開
発
、
作
成
に
係
る
検
討

自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
型
式
承
認
及

び
検
定
に
お
い
て
は
、
実
材
料
に
よ
る

試
験
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
材

料
を
使
用
で
き
な
い
場
合
は
適
切
な
擬

似
材
料
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
会
員
企
業
、
自
動
は
か
り

ユ
ー
ザ
ー
が
、
自
動
は
か
り
の
動
作
確

認
等
の
検
査
に
利
用
可
能
な
、
検
定
用

擬
似
材
料
の
規
格
作
成
及
び
試
作
品
を

制
作
し
、
実
用
性
能
の
評
価
を
行
う
。

６
．
高
度
化
に
係
る
事
業

⑴
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
等
の
研
修
事
業

次
に
示
す
各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修

及
び
講
演
会
事
業
を
通
じ
会
員
各
社
の

労
務
対
策
、
人
材
育
成
及
び
基
礎
技
術

力
強
化
活
動
を
支
援
す
る
。

・
経
営
・
人
事
管
理
、
人
材
育
成
策
等

の
研
究
セ
ミ
ナ
ー

・
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
ス
キ
ル
の
習
得
を

目
指
す
セ
ミ
ナ
ー

・
輸
出
入
手
続
き
等
に
係
る
勉
強
会

・
中
堅
・
若
手
社
員
を
対
象
と
し
た
、

質
量
計
、
流
量
計
、
レ
ベ
ル
計
等
に

係
る
技
術
基
礎
講
習
会

・
計
量
法
解
説
講
習
会

・
計
量
機
器
関
連
Ｊ
Ｉ
Ｓ
解
説
の
た
め

の
講
習
会

・
国
際
規
格
関
連
（
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
）
解
説
セ
ミ
ナ
ー
、
法
定
計
量
Ｄ

Ｘ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

⑵
人
材
確
保
に
係
る
事
業

当
業
界
へ
就
職
を
希
望
す
る
理
工
系

学
生
へ
の
業
界
Ｐ
Ｒ
、
優
秀
な
人
材
確

保
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
活
動
、
大

学
で
の
企
業
説
明
会
等
を
開
催
し
て
各

社
の
採
用
活
動
支
援
に
資
す
る
。

ま
た
、
将
来
の
人
材
・
人
手
不
足
が

心
配
さ
れ
る
中
、
中
途
採
用
者
、
外
国

人
の
活
用
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
う
。

⑶
諸
外
国
の
法
定
計
量
制
度
に
係
る
Ｄ

Ｂ
の
拡
充

会
員
企
業
の
海
外
市
場
開
拓
を
支
援

す
る
た
め
、
国
別
・
地
域
別
の
法
定
計

量
制
度
、
製
品
認
証
制
度
、
輸
出
入
手

続
き
等
に
係
る
情
報
Ｄ
Ｂ
を
構
築
し
本

会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
。

今
年
度
も
本
会
Ｈ
Ｐ
の
拡
充
を
図
る

た
め
次
の
調
査
を
行
う
。

〔
調
査
対
象
国
〕

・
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
等

〔
本
会
Ｈ
Ｐ
の
項
目
〕

・
計
量
法
及
び
実
施
細
則
等

・
輸
入
計
量
器
に
係
る
規
制
内
容

・
型
式
承
認
又
は
検
定
に
関
す
る
情
報

・
法
定
計
量
及
び
型
式
承
認
、
計
量
標

準
に
係
る
関
係
機
関
、
問
い
合
わ
せ
先

・
当
該
国
に
係
る
そ
の
他
資
料

⑷
産
業
別
高
齢
者
雇
用
推
進
事
業

２
０
２
１
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関

す
る
法
律
」（
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
）

で
は
、
事
業
主
に
対
し
、
70
歳
ま
で
の

就
業
機
会
の
確
保
の
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

独
立
行
政
法
人 

高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構
で
は
、
高
年
齢
者

雇
用
支
援
の
一
環
と
し
て
、
産
業
別
に

高
齢
者
雇
用
を
推
進
す
る
「
産
業
別
高

齢
者
雇
用
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
お

り
、
同
機
構
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
業
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界
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
の
現
状
・
課

題
を
調
査
し
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
む

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
手
引
き
書
）

を
策
定
す
る
。
ま
た
、
企
業
の
好
事
例

や
先
進
事
例
を
把
握
し
、
シ
ニ
ア
人
材

の
活
用
・
戦
力
化
に
資
す
る
。

今
年
度
は
、
２
か
年
事
業
の
１
年
目

と
し
て
、
高
齢
者
雇
用
推
進
委
員
会
を

設
置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
に
向
け
た
中
間
報
告
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
と
す
る
。

７
．
国
際
協
力
・
交
流
に
係
る
事
業

⑴
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
（
欧
州
は
か
り
工
業

会
）、Ｃ
Ｗ
Ｉ
Ａ
（
中
国
衡
器
協
会
）、

Ｓ
Ｍ
Ａ
（
米
国
は
か
り
製
造
事
業
者

協
会
）
と
の
協
力
事
業

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
、
Ｃ
Ｗ
Ｉ
Ａ
、
Ｓ
Ｍ
Ａ

の
３
団
体
と
、
次
の
交
流
を
行
う
。

開
催
時
期　

�

２
０
２
３
年
４
月
〜
２

０
２
４
年
３
月

場　
　

所　

開
催
国
又
は
Ｗ
ｅ
ｂ

検
討
項
目　

�

① 

４
団
体
の
活
動
を

紹
介
す
る
「
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
」
の
発
行

　
　
　
　
　

�

②
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
等
の
技
術

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
対
す

る
情
報
交
換

　
　
　
　
　

�

③
４
団
体
会
合
を
各
国

持
ち
回
り
で
開
催
す
る

こ
と
の
準
備

　
　
　
　
　

�

④
各
団
体
法
定
計
量
Ｄ

Ｂ
の
協
力

⑵IC
W

2023

へ
の
参
加

今
年
度
は
、
は
か
り
部
会
と
国
際
事

業
委
員
会
合
同
でIC

W
2023

（International C
onference of 

W
eighing

） 

視
察
団
を
派
遣
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｗ
は
、
は
か
り
事
業
者
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
向
上
・
情
報
交
換
を
目
的
と
し

て
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
を
中
心
に
本
会
、
Ｃ
Ｗ

Ｉ
Ａ
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
協
力
で
立
ち
上
げ
、

第
１
回
は
「
質
量
計
測
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
化
」
を
テ
ー
マ
に
本
年
４
月
24
日

〜
26
日
に
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開

催
さ
れ
る
。

本
会
は
運
営
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
す
る
と
と
も
に
、
国
際
事
業
委

員
会
／
は
か
り
部
会
合
同
の
視
察
団
を

結
成
し
、
４
月
24
日
〜
26
日
ま
で
Ｉ
Ｃ

Ｗ
参
加
、
27
日
に
ミ
ネ
ベ
ア
・
イ
ン
テ

ッ
ク
社
、
28
日
に
は
ド
イ
ツ
物
理
工
学

研
究
所
（P

hysikalisch-T
echnische 

B
undesanstalt

）
の
視
察
を
行
う
。

⑶
第
16
回
日
中
計
量
定
期
協
議
会
の
開

催
（
東
京
）

日
中
計
量
定
期
協
議
会
は
隔
年
に
双

方
の
地
で
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
次

回
は
日
本
で
の
開
催
と
な
る
こ
と
か

ら
、
中
国
代
表
団
を
東
京
に
迎
え
開
催

す
る
こ
と
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ

た
２
０
１
９
年
よ
り
開
催
が
延
期
さ
れ

て
き
た
が
、
開
催
に
向
け
協
議
し
、
開

催
環
境
が
整
備
さ
れ
次
第
開
催
す
る
。

開
催
時
期　

未
定

場　
　

所　

東
京

⑷
外
国
の
計
量
計
測
機
関
、
団
体
等
と

の
交
流

貿
易
の
促
進
、
海
外
へ
の
技
術
移
転

等
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
関
係
事
業
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
海
外
の
関

係
機
関
、団
体
と
の
交
流
を
促
進
す
る
。

⑸
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
法
定
計
量
研
修

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
標
準
化
公
団

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｏ
）
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

産
業
技
術
総
合
研
究
所
及
び
日
本
電
気

計
器
検
定
所
の
協
力
の
下
、
水
道
メ
ー

タ
ー
及
び
電
力
メ
ー
タ
ー
の
原
理
・
構

造
及
び
検
定
に
つ
い
て
学
ぶ
２
週
間
の

研
修
を
実
施
す
る
。

開
催
時
期　

�

２
０
２
３
年
５
月
30
日

〜
６
月
９
日

８
．
循
環
型
社
会
対
応
に
係
る
事
業

⑴
環
境
情
報
に
係
る
講
演
会
、
セ
ミ
ナ

ー
等
の
開
催

内
外
の
環
境
規
制
、
環
境
意
識
向
上

等
に
係
る
内
容
を
テ
ー
マ
に
、講
演
会
、

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
会
員
企
業
の

環
境
対
応
に
資
す
る
。

⑵
環
境
規
制
等
に
係
る
国
内
外
の
動
向

把
握
と
会
員
へ
の
周
知

有
害
化
学
物
質
の
廃
絶
に
向
け
た
政

策
が
国
際
的
に
と
ら
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ

で
取
り
組
む
化
学
物
質
規
制
が
、中
国
、

韓
国
、
中
東
等
の
各
国
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

有
害
物
質
使
用
制
限
（
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
）、

化
学
物
質
管
理
（
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
）、
化

学
物
質
審
査
規
制
法
、
水
銀
汚
染
防
止

法
や
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
な
ど
内
外
の

環
境
規
制
の
動
向
把
握
に
努
め
、
会
員

へ
の
情
報
提
供
を
図
る
。

⑶
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

へ
の
取
り
組
み
に
係
る
調
査
研
究

会
員
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を

ベ
ー
ス
に
、
各
企
業
の
取
り
組
み
を
本

会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
す
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
取
り
組
み
目
標
を
把
握
及
び
共

有
し
、
課
題
解
決
に
向
け
活
動
を
実
施

す
る
。

９
．
行
政
施
策
等
に
関
す
る
協
力
事
業

⑴
各
種
法
令
及
び
行
政
施
策
へ
の
対
応

計
量
法
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
法
令

に
基
づ
く
行
政
施
策
に
対
し
、
意
見
の

具
申
を
行
う
と
と
も
に
施
策
の
実
施
に

協
力
す
る
。

⑵
校
正
事
業
者
登
録
制
度（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
）

へ
の
対
応

計
量
法
の
校
正
事
業
者
認
定
制
度
に

係
る
質
量
計
（
非
自
動
は
か
り
）
の
技

能
試
験
を
実
施
す
る
。

サウジアラビア法定計量研修（2023.6）
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事業の持続性と 
ワーク・ライフ・バランス

1
．
グ
ル
ー
プ
創
業
70
周
年

エ
ン
ド
レ
ス
ハ
ウ
ザ
ー
グ
ル
ー
プ

は
、
２
０
２
３
年
２
月
１
日
に
創
業
70

年
を
迎
え
ま
し
た
。
バ
ー
ゼ
ル
（
ス
イ

ス
）
に
近
い
ド
イ
ツ
南
西
部
の
ロ
ー
ラ

ッ
ハ
で
、若
き
開
発
技
術
者
ゲ
オ
ル
グ
・

エ
ン
ド
レ
ス
と
銀
行
家
の
ル
ー
ド
ウ
ィ

ッ
ヒ
・
ハ
ウ
ザ
ー
の
二
人
が
１
９
５
３

年
に
静
電
容
量
式
レ
ベ
ル
計
の
開
発
製

造
元
と
し
て
起
業
し
、
そ
の
後
世
界
各

国
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
信
頼
を
得
て
成

長
し
、
現
在
は
世
界
50
か
国
以
上
に
グ

ル
ー
プ
会
社
を
持
ち
、
１
万
６
千
人
を
擁

す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
に
成
長
し
ま
し
た
。

レ
ベ
ル
計
測
か
ら
始
ま
っ
た
事
業

は
、
流
量
計
、
圧
力
計
、
分
析
計
、

温
度
計
や

記
録
計
の

分
野
ま
で

製
品
群
を

拡
大
し
、

そ
れ
ら
の

製
品
は
、

欧
州
や
日

本
は
も
と

よ
り
、
世

界
各
国
の

様
々
な
産
業
に
お
け
る
プ
ロ
セ
ス
自
動

化
設
備
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ン
ド
レ
ス
ハ
ウ
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
の

歴
史
や
概
要
に
つ
い
て
は
、
当
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
情
報
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
閲
覧
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。（w

w
w
.jp.endress.com

）

日
本
に
お
い
て
は
70
周
年
の
節
目
に

際
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
感
染
症
に
移
行
す
る
中
で
、
グ

ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
エ
ン
ド
レ
ス
ハ
ウ

ザ
ー
山
梨
株
式
会
社
と
共
に
両
社
の
社

員
な
ど
関
係
者
を
一
同
に
集
め
盛
大
に

記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
過
去
３
年

間
の
コ
ロ
ナ
禍
が
生
活
や
行
動
様
式
に

与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
く
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
マ
ス
ク
着
用
方
針
の

緩
和
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
こ
と
や
関

係
者
の
理
解
も
あ
っ
た
こ
と
に
助
け
ら

れ
、
無
事
に
開
催
の
運
び
と
な
り
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
脱
し
て
い
く
時
期
に
素
晴

ら
し
い
祝
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
全
社
員
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら

コ
ロ
ナ
以
前
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
に
戻
し
て

い
く
よ
う
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2
．�

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

70
周
年
を
無
事
迎
え
ら
れ
た
の
は
、

顧
客
視
点
で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
各
種

の
製
品
や
技
術
と
、
そ
れ
を
顧
客
に
届

け
る
こ
と
の
で
き
る
組
織
体
制
と
共
に

事
業
の
健
全
性
を
保
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
が
継
続
的
に
発
揮
さ
れ
て
き
た
結
果

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、

事
業
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
社
員
が

心
身
共
に
健
康
か
つ
幸
福
で
な
け
れ

ば
、
長
き
に
わ
た
っ
て
、
持
続
的
に
成

長
を
遂
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
当
社
で
は
、

社
員
一
人
一
人
が
心
身
共
に
健
康
で
い

ら
れ
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
最
適
化
す
る
た
め
に
有
給
休

暇
を
積
極
的
に
取
得
す
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
志
向
、
顧
客
志
向
の
私
た

ち
に
と
っ
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
取
り

組
み
づ
ら
く
、
休
暇
を
取
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
上
司
や
同
僚
に
忖
度
し

「
仕
事
に
穴
を
空
け
る
」、「
顧
客
や
同

僚
に
迷
惑
を
か
け
る
」
と
い
う
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
発
想
に
陥
り
易
く
な
っ
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
「
休
暇
を

泉　俊彰
Izumi Toshiaki

エンドレスハウザー ジャパン株式会社
代表取締役社長

「創業 70周年記念式典集合写真」
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取
っ
て
ま
で

楽
し
む
趣
味

が
な
い
」
と

い
う
声
も
少

な
く
な
い
で

し
ょ
う
。

私
も
齢
50

を
過
ぎ
て
上

手
に
で
き
る

と
言
え
る
ほ

ど
の
趣
味
が
な
く
、
な
か
な
か
上
達
し

な
い
部
類
で
す
。
ホ
ビ
ー
や
趣
味
と
言

わ
れ
る
も
の
に
は
、
一
定
以
上
の
ス
キ

ル
を
必
要
と
す
る
も
の
も
多
く
、
ど
れ

も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
に
よ
り

個
人
差
は
あ
る
の
で
す
が
、
よ
り
良
い

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

た
め
に
は
、
自
分
に
合
っ
た
趣
味
の
選

択
と
拡
大
・
追
求
、
ま
た
積
極
的
に
仕

事
以
外
の
時
間
の
過
ご
し
方
を
計
画
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
最
適
化
は
個
人

並
び
に
組
織
が
共
に
継
続
的
に
推
進
し

て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
今
後
も
改
善
に

向
け
て
当
社
内
で
推
進
し
て
い
き
た
い

課
題
の
一
つ
で
す
。

3
．
富
士
山
登
山

私
は
過
去
に
何
度
か
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
挑
戦
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
現

在
は
、
そ
の
頃
に
比
べ
る
と
、
日
々
の

運
動
も
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
脂
肪
が
増

え
筋
肉
は
減
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
態
で
、「
あ
ま
り
登

山
客
が
増
え
て
い
な
い
こ
の
機
会
に
富

士
山
登
山
を
し
て
み
た
い
」
と
言
う
仲

間
の
誘
い
を
断
れ
ず
、
昨
年
２
０
２
２

年
９
月
の
閉
山
間
際
に
富
士
山
５
合
目

か
ら
の
登
頂
と
ご
来
光
を
目
指
し
て
初

め
て
富
士
山
登
山
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
標
高
日
本
一
の
富
士
山
は
、

登
山
道
が
良
く
整
備
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
高
山
病
症
状
を
経
験
す
る
方
が
多

い
山
で
す
。

お
昼
前
に
５
合
目
に
到
着
し
て
か
ら

小
腹
を
満
た
し
た
後
に
装
備
を
身
に
つ

け
て
登
山
を
開
始
し
ま
し
た
。
途
中
で

仲
間
の
１
名
が
脚
の
痛
み
か
ら
脱
落
す

る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
も
の

の
、
途
中
の
小
屋
で
休
養
を
取
っ
て
翌

日
下
山
す
る
こ
と
に
な
り
事
な
き
を
え

ま
し
た
。

そ
の
後
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
日

目
の
夕
方
に
８
合
目
の
山
小
屋
へ
到
着

し
、
夕
食
を
取
る
と
頂
上
で
の
ご
来
光

に
合
わ
せ
た
出
発
時
間
（
午
前
２
時
30

分
頃
）
に
起
床
す
る
た
め
山
小
屋
の
寝

袋
に
包
ま
っ
て
、
す
ぐ
に
休
み
ま
し
た
。

私
は
起
床
す
る
と
酷
い
疲
労
感
と
頭

痛
に
苛
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
持
参
し
て

い
た
血
中
酸
素
濃
度
計
の
測
定
値
が
、

下
界
で
あ
れ
ば
救
急
車
を
呼
ん
で
も
お

か
し
く
な
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
頂
上
を
目
指
せ
る
気
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
行
し
て

い
た
ガ
イ
ド
か
ら
、
外
に
出
て
水
分
を

取
り
深
呼
吸
を
す
れ
ば
症
状
が
軽
減
さ

れ
る（
小
屋
の
中
は
酸
素
濃
度
が
低
い
）

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

れ
に
従
う
と
症
状
が
軽
く
な
り
ま
し

た
。
か
な
り
の
回
数
の
休
憩
を
取
り
な

が
ら
、
仲
間
の
足
を
引
っ
張
り
つ
つ
最

後
は
頂
上
に
到
達
し
て
、
ご
来
光
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て

は
、
他
の
７
名
の
仲
間
に
は
歩
調
を
合

わ
せ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

登
山
中
、
仲
間
た
ち
が
と
て
も
タ
フ

で
高
山
病
症
状
が
な
く
登
山
を
と
て
も

楽
し
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

聞
く
と
普
段
か
ら
運
動
や
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
を
欠
か

さ
ず
、
食

事
を
含
め

健
康
に
留

意
し
て
い

る
こ
と
を

告
げ
ら
れ

た
の
で
し
た
。
個
人
差
は
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
仕
事
や
運
動
に

取
り
組
む
に
せ
よ
、
十
分
な
休
養
と
体

調
管
理
と
維
持
は
必
須
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
自
分
時
間

を
い
か
に
有
効
に
使
っ
て
い
る
か
が
、

ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
登
頂
結
果
に
結
び
つ

い
て
い
た
の
で
す
。

仕
事
に
お
い
て
も
常
に
健
康
な
状
態

で
い
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
仕
事
と
自

分
時
間
を
相
互
に
バ
ラ
ン
ス
す
る
こ
と

に
よ
り
、
個
人
や
組
織
に
よ
る
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
が

個
人
と
組
織
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な

が
る
わ
け
で
す
か
ら
正
に
一
挙
両
得
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
更
な
る
自
己

啓
発
、
自
己
成
長
の
た
め
に
自
分
時
間

と
仕
事
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
見
直
す
よ
う
に

日
々
前
向
き
に
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

「E+Hグループ 70周年記念ロゴ」

「登頂した仲間たちと」
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１
．
緒
言

気
候
変
動
抑
制
に
関
す
る
パ
リ
協
定

が
発
効
し
、
日
本
政
府
は
温
室
効
果
ガ

ス
を
２
０
１
３
年
か
ら
46
％
削
減
、
２

０
５
０
年
にC

O
2

排
出
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
目
標
を
明
言
し
て
い
る
。
そ
の
目

標
達
成
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
量
導
入
の
革
新
技
術
を
開
発
す
る

こ
と
が
最
重
要
課
題
と
な
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
最
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
膨
大
な
の
が
太
陽
光

で
あ
る
。
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
膨

大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
規
模
、
ク
リ
ー
ン
、

安
全
、
無
尽
蔵
、
地
球
上
広
く
分
布
な

ど
の
多
く
の
長
所
が
あ
る
が
、一
方
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
低
く
て
希
薄
、
天

候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
不
安
定
と
い
う

２
つ
の
致
命
的
な
欠
点
が
あ
る
た
め
に

そ
の
有
効
利
用
技
術
は
非
常
に
限
定
的

で
あ
る
。
大
括
り
で
は
太
陽
光
発
電
、

太
陽
熱
利
用
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
３
つ
の
技
術
し
か
な
い
。

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
更
な
る
拡

大
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

に
続
く
数
少
な
い
選
択
肢
と
し
て
人
工

光
合
成
技
術
が
あ
る
。
太
陽
電
池
並
み

に
高
効
率
で
か
つ
植
物
栽
培
並
み
に
簡

便
で
長
寿
命
、
ど
ん
な
土
地
で
も
使
え

る
と
い
う
革
新
的
な
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
す
る
人
工
光
合
成
シ
ス
テ
ム
の
実

現
は
ま
さ
に
人
類
に
と
っ
て
夢
の
技
術

と
な
る
。
長
期
的
な
人
類
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
し
て
太
陽
光
を
利
用
す
る
技
術

は
、
確
実
に
拡
大
進
展
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

本
解
説
で
は
、
筆
者
が
注
力
し
て
い

る
光
触
媒-

電
解
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
経
済
性
の
あ
る
水
素
製
造

技
術
[1]
、
[2]
お
よ
び
光
電
極
を
用
い
た

水
素
と
有
用
化
学
品
の
製
造
に
関
し
て

説
明
す
る
。

光
触
媒-

電
解
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
経
済

性
の
あ
る
水
素
製
造
技
術

２
．

産
総
研
の
独
自
技
術
で
あ
る
レ
ド
ッ

ク
ス
媒
体
を
用
い
た
光
触
媒-

電
解
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
（
図
１
）
に
よ
る

水
素
製
造
技
術
[2]
は
、
水
素
と
酸
素
を

始
め
か
ら
分
離
発
生
で
き
、
爆
発
の
危

険
性
無
し
、
光
触
媒
部
分
で
水
素
捕
集

が
無
い
の
で
大
面
積
化
が
容
易
、
水
素

の
純
度
が
高
い
、
光
触
媒
に
貴
金
属
不

要
、
レ
ド
ッ
ク
ス
に
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

数
日
か
ら
数
ヶ
月
単
位
で
蓄
積
で
き
る

の
で
水
素
需
要
供
給
や
電
力
余
剰
状
況

に
合
わ
せ
て
タ
イ
ム
シ
フ
ト
調
整
で
き

る
、
電
界
電
圧
を
レ
ド
ッ
ク
ス
準
位
程

度
（
鉄
レ
ド
ッ
ク
ス
で0.77V

前
後
）
に

で
き
る
、
な
ど
の
多
く
の
長
所
を
持
つ
。

筆
者
ら
は
鉄
イ
オ
ン
を
還
元
し
な
が

ら
酸
素
発
生
す
る
高
性
能
な
粉
末
光
触

媒
と
し
て
表
面
処
理
し
たW

O
3

や

B
iV

O
4

等
を
開
発
し
て
き
て
い
る
。

現
状
の
光
触
媒
の
レ
ド
ッ
ク
ス
反
応
の

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
（
η
）
は

人工光合成による 
経済合理性のある水素製造技術

佐山　和弘
Sayama Kazuhiro 
国立研究開発法人産業技術総合研究所
ゼロエミッション国際共同研究
センター　首席研究員
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調
製
法
を
工
夫
し
たB

iV
O

4

の

0.65%

で
あ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
並
み

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
η
の
値
は
、
直

接
水
素
を
生
成
し
て
い
な
い
が
、
最
終

的
に
水
素
に
取
り
込
ま
れ
る
の
で
、
一

般
的
な
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
と

等
価
で
あ
る
。
天
然
の
光
合
成
明
反
応

の
素
反
応
で
あ
り
、
ま
さ
に
人
工
光
合

成
反
応
と
言
え
る
。
鉄
イ
オ
ン
レ
ド
ッ

ク
ス
を
用
い
た
反
応
の
理
論
限
界
効
率

は
24
％
で
あ
り
、
更
な
る
効
率
向
上
は

十
分
に
可
能
で
あ
る
。

こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
に
関

し
て
は
、
既
に
積
み
上
げ
コ
ス
ト
を
報

告
[2]
し
て
い
る
が
、
も
し
３
％
以
上
ま

で
効
率
が
向
上
で
き
れ
ば
、
水
素
製
造

コ
ス
ト
と
し
て
日
本
の
土
地
の
安
価
な

場
所
で
30
円/N

m
3-H

2

以
下
（
政
府

の
水
素
コ
ス
ト
目
標
）
は
可
能
と
試
算

し
て
い
る
。

ま
た
、
中
東
の
砂
漠
の
ギ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
＋
水
電
解
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
、
光

触
媒
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
す
れ
ば
、
水
素

製
造
コ
ス
ト
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
し
な
い
場

合
に
比
べ
て
４
〜
７
円/N

m
3-H

2

引
き

図１　光触媒 -電解ハイブリッドシステムによる経済性のある水素製造：２つの技術の「良いとこ取り」をしている
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下
げ
て
、
結
果
的
に
18
円/N

m
3-H

2

程

度
ま
た
は
そ
れ
以
下
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
水
素
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
構
築
で
き
る
可
能
性
も
こ
の

よ
う
な
詳
細
試
算
か
ら
見
え
て
く
る

[1]
、
[2]
。
我
々
は
本
シ
ス
テ
ム
の
Ｌ
Ｃ
Ａ

評
価
を
行
い
、
あ
る
条
件
下
で
十
分
な

C
O

2

排
出
削
減
が
で
き
る
こ
と
も
簡

易
的
で
あ
る
が
確
認
で
き
て
い
る
。
現

在
、光
触
媒
の
性
能
向
上
を
行
い
つ
つ
、

屋
外
大
型
実
証
の
準
備
を
し
て
い
る
。

半
導
体
光
電
極
に
よ

る
水
素
と
有
用
化
学

品
の
製
造

３
．

筆
者
ら
は
、
独
自
の
経
済
合
理
性
の

あ
る
人
工
光
合
成
技
術
と
し
て
、
光
電

極
に
よ
る
水
素
／
酸
素
生
成
だ
け
で
な

く
、
水
素
と
酸
化
的
な
有
用
化
学
品
の

同
時
製
造
の
研
究
を
近
年
精
力
的
に
行

っ
て
い
る
（
図
２
）
[3]
〜
[5]
。
天
然
の

光
合
成
は
燃
料
だ
け
を
製
造
し
て
い
る

の
で
は
無
く
、
人
類
に
役
に
立
つ
物
質

を
製
造
し
て
い
る
。
人
工
光
合
成
の
反

応
も
、
燃
料
製
造
だ
け
を
目
的
に
す
る

の
で
は
無
く
、
も
っ
と
広
い
目
的
が
あ

っ
て
も
良
い
。
も
し
、
光
子
数
や
電
子

数
当
た
り
で
水
素
よ
り
も
数
十
倍
、
酸

素
よ
り
も
数
百
倍
付
加
価
値
の
あ
る
有

用
な
化
成
品
を
製
造
で
き
れ
ば
ト
ー
タ

ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
経
済
性
が
飛
躍
的

に
向
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

筆
者
ら
は
光
電
極
の
反
応
条
件
や
助

触
媒
担
持
、
表
面
処
理
な
ど
に
よ
り
、

電
流
効
率
を
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
し
て
目

的
物
の
み
を
生
成
す
る
技
術
を
多
数
開

発
し
て
き
た
。
例
え
ば
、N

aC
l

水
溶

液
中
のB
iV

O
4 /W

O
3

光
電
極
上
で
の

助
触
媒
修
飾
の
検
討
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
マ
ン
ガ
ン
酸
化
物
（M

nO
x

）
を

担
持
す
る
と
特
異
的
に
幅
広
い
条
件
下

で
次
亜
塩
素
酸
（H

C
lO

）
を
生
成
せ

ず
に
酸
素
の
み
生
成
し
、C

oO
x

を
担

持
し
た
場
合
に
はH

C
lO

生
成
の
選
択

性
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
近
く
な
る
こ
と

が
分
か
っ
た
[6]
。
過
酸
化
水
素（H

2O
2

）

生
成
に
関
し
て
は
、
炭
酸
水
素
塩
水
溶

液
を
用
い
た
場
合
に
水
を
酸
化
し
て
特

異
的
に
過
酸
化
水
素
が
ほ
ぼ
１
０
０
％

図２　光電極による水素と有用化成品の同時製造の概念図：水素と同時に高付加価値の物質を併産することで経済性を向上。
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の
初
期
電
流
効
率
で
生
成
で
き
る
こ
と

も
見
い
だ
し
て
い
る
。
酸
化
的
と
還
元

的
の
両
極
か
ら
ノ
ン
バ
イ
ア
ス
で
高
効

率H
2O

2

生
成
を
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

様
々
な
酸
化
的
な
有
機
合
成
系
も
開
発

し
て
い
る
。

４
．
結
言

後
半
で
紹
介
し
た
分
野
は
「S

olar 

C
hem

icals

」
と
呼
ぶ
の
が
好
ま
し
い
と

思
わ
れ
、S

olar H
ydrogen

やS
olar 

F
uel

、P
ow

er-to-X

、C
C

U

等
の
言

葉
と
概
念
が
生
み
出
さ
れ
た
の
と
同
様

に
、
新
し
い
分
野
と
し
て
広
が
っ
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
（
図
３
）。
今
回
は
光

触
媒
と
光
電
気
化
学
反
応
を
中
心
に
紹

介
し
た
が
、
太
陽
電
池
を
駆
動
力
に
し

た
酸
化
的
な
電
極
触
媒
反
応
に
も
我
々

は
同
時
に
取
り
組
ん
で
い
る
[6]
。
こ
れ

ら
の
分
野
か
ら
、
ま
ず
は
ニ
ッ
チ
で
小

さ
く
て
も
良
い
の
で
早
期
に
実
用
化
シ

ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
に
大
規

模
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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図３　人工光合成の概念の広がり
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「はかる」の信頼性のために
～JCSS 創設 30 周年を迎えて～

独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）認定センター

1
．�「
は
か
る
」の
信
頼
性
を
支
え

る
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

「
は
か
る
」
こ
と
は
、様
々
な
も
の
づ

く
り
等
の
現
場
で
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
精
密
な
製
造
工
程
や
厳
格
な
環

境
条
件
の
確
保
な
ど
の
場
面
で
は
、「
は

か
る
」
こ
と
の
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
信
頼
性
を
担
保
す
る
た
め
に

は
、
個
々
の
計
測
器
が
適
切
に
管
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
手
段

の
１
つ
と
し
て
計
測
器
の
「
校
正
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も
国
家
計
量

標
準
へ
の「
計
量
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」

が
確
保
さ
れ
た
校
正
は
、
そ
の
信
頼
性

の
高
さ
か
ら
、
品
質
管
理
等
に
お
い
て

益
々
そ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。こ

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
登
録
事
業
者
が
行

う
校
正
で
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ（
計
量
法
校
正

事
業
者
登
録
制
度
、Japan C

alibration 
S

ervice S
ystem

の
略
）
は
、
計
量
法

に
基
づ
き
計
測
器
の
校
正
を
行
う
事
業

者
を
登
録
す
る
制
度
で
、
独
立
行
政
法

人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構

（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）認
定
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
登
録
事
業
者
に

な
る
要
件
と
し
て
は
、
①
国
際
規
格

IS
O

/IE
C

 17025

（JIS
 Q

 17025
；

試
験
所
及
び
校
正
機
関
の
能
力
に
関
す

る
一
般
要
求
事
項
）
に
基
づ
く
能
力
を

有
す
る
こ
と
、
②
国
家
計
量
標
準
へ
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
た
校

正
を
行
う
こ
と
、
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

2
．�

活
用
の
分
野
が
広
が
る�

Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
登
録
事
業
者
が
行
う
校
正

は
、
各
分
野
の
計
測
器
管
理
の
た
め
に

幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
高

い
信
頼
性
か
ら
、
国
内
法
規
や
公
共
調

達
条
件
に
お
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
登
録
事
業 （図 1）

QRコード①https://www.nite.go.jp/iajapan/aboutus/pr/riiyo_katsuyou_jiturei202204.html
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者
に
よ
る
校
正
が
採
用
さ
れ

る
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
登
録
事
業
者

は
、
計
測
器
の
校
正
結
果
を

「
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
標
章
付
校
正
証

明
書
（
以
下
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
校

正
証
明
書
）」と
し
て
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、こ
の
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

校
正
証
明
書
は
各
認
証
制
度
に
お
け
る

計
量
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
証
明
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｊ

Ｃ
Ｓ
Ｓ
校
正
証
明
書
の
中
に
は
海
外
で

も
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
計

量
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
証
明
の
海
外
需

要
の
拡
大
に
も
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
具
体
的
な
活
用
事
例
は
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
①
）。Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
登
録
事
業
所
数

は
２
０
２
３
年
３
月
末
時
点
で
、
質
量

や
長
さ
、
温
度
な
ど
の
25
の
区
分
で
２

８
３
で
あ
り
、
２
０
２
２
年
度
は
約
65

万
件
の
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
校
正
証
明
書
が
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

3
．�

２
０
２
３
年
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ 

30

周
年
の
節
目
に

Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
は
１
９
９
３
年
の
計
量
法

改
正
時
に
運
営
が
始
ま
り
、
本
年
11
月

に
制
度
創
設
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
は
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
認
定
セ
ン
タ
ー

が
認
定
機
関
と
し
て
運
営
を
開
始
し
て

20
周
年
と
な
る
等
、
認
定
制
度
に
と
っ

て
も
節
目
の
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
認
定
セ

ン
タ
ー
で
は
本
年
「
認
定
制
度
創
設
30

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
６
月
15
日
及
び
16
日
に
は

「
認
定
制
度
創
設
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
講
演
会
」
を
開
催
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
認

定
セ
ン
タ
ー
か
ら
認
定
を
受
け
た
各
種

事
業
者
か
ら
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
認
定
分
野
の
国
際
的

動
向
や
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
の
源
と
な
る
国
家
計

量
標
準
供
給
の
最
新
動
向
に
つ
い
て
も

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
さ

ら
な
る
情
報
発
信
の
た
め
、「
認
定
制
度

創
設
30
周
年
記
念
特
設
サ
イ
ト
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
サ
イ
ト
に
は
認
定
に
関

す
る
各
種
コ
ン
テ
ン
ツ
を
揃
え
て
お
り

ま
す
。
例
え
ば
、「
認
定
事
業
者
お
仕
事

紹
介
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
認

定
セ
ン
タ
ー
か
ら
認
定
を
受
け
た
各
種

事
業
者
の
多
種
多
様
な
業
務
を
、
各
事

業
者
保
有
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
登
録
事

業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
多
数
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
業
界
団
体
等

認
定
制
度
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
順
次
公
開

し
て
い
く
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
特
設

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い（
図
２
、Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
②
）。こ
の
機
会
に
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
を

は
じ
め
と
し
た
校
正
事
業
者
の
認
定
だ

け
で
な
く
、
幅
広
い
認
定
制
度
に
つ
い

て
も
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
は
「
は
か
る
」
の
信
頼
性

の
た
め
、
制
度
の
円
滑
な
運
営
と
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
関

係
者
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
支
援
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（図 2）
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■
は
じ
め
に

株
式
会
社
タ
ニ
タ
お
よ
び
私
の
簡
単

な
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
健
康
を
は
か
る
」
計
測
機
器
を
取

り
扱
う
企
業
と
し
て
、
家
庭
用
・
業
務

用
計
量
器
（
体
組
成
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ケ
ー
ル
、
活
動

量
計
、
歩
数
計
、
塩
分
計
、
血
圧
計
、

睡
眠
計
、
タ
イ
マ
ー
、
温
湿
度
計
）
な

ど
を
製
造
・
販
売
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社

で
は
タ
ニ
タ
食
堂
や
タ
ニ
タ
フ
ィ
ッ
ツ

ミ
ー
を
展
開
す
る
こ
と
で
人
々
の
健
康

に
携
わ
る
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
ご
提
案
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
は
２
０
１
８
年
に

入
社
後
、
2
年
間
国
内
営
業

を
経
験
し
、
コ
ロ
ナ
が
大
流

行
し
た
同
年
の
２
０
２
０
年

に
海
外
部
へ
異
動
し
て
か
ら

は
主
に
ア
ジ
ア
圏
の
南
ア
ジ

ア
及
び
新
規
顧
客
先
へ
の
営

業
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
営
業
活
動
の

中
で
訪
れ
た
ト
ン
ガ
出
張
に

つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

■
ト
ン
ガ
に
つ
い
て

ト
ン
ガ
は
、
１
７
０
を
超
え
る
南
太

平
洋
の
島
群
か
ら
な
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
の

王
国
で
す
。
こ
れ
ら
の
島
の
多
く
は
無

人
島
で
、
ほ
と
ん
ど
の
島
に
ホ
ワ
イ
ト

ビ
ー
チ
や
珊
瑚
礁
、
熱
帯
雨
林
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
ラ
グ
ー
ン
と
石
灰
岩
の

断
崖
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
主
島
の

ト
ン
ガ
タ
プ
島
に
は
、
ト
ン
ガ
の
首
都

ヌ
ク
ア
ロ
フ
ァ
が
あ
り
、
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー

ト
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
１
２

０
０
年
代
に
造
ら
れ
た
石
灰
岩
の
門
、

ハ
ア
モ
ン
ガ 

ア 

マ
ウ
イ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ト
ン
ガ
が
親
日
的
で
あ
る
背

景
に
は
、
日
本
の
皇
室
と
ト
ン
ガ
の
王

室
の
間
の
長
年
の
親
密
な
御
交
流
の
積

み
重
ね
に
加
え
、
ト
ン
ガ
政
府
が
日
本

語
教
育
や
そ
ろ
ば
ん
教
育
を
取
り
入

れ
、
国
民
に
日
本
を
身
近
な
国
と
し
て

紹
介
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
事
例
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
改
善
整
備
さ
れ

た
ト
ン
ガ
最
大
の
総
合
病
院
のV

iola

病
院
、赤
十
字
社
へ
寄
付
さ
れ
た
車
両
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
で
建
設
さ
れ
た
ク
リ

ニ
ッ
ク
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ト
ン
ガ
の
方
々
の
特
徴
と
し
て
、

背
が
非
常
に
高
く
肥
満
の
傾
向
が
あ

り
、
肥
満
率
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
）
の

国
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
上
位
に
位
置

し
て
い
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。主

な
要
因
は
食
事
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
ト
ン
ガ
の
鶏
肉
の
包
み
焼
き

「
ル
ゥ
モ
ア 

ル
ゥ
モ
ア
」
は
ト
ン
ガ
の

伝
統
的
な
お
料
理
で
、
タ
ロ
イ
モ
の

葉
っ
ぱ
で
鶏
肉
・
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル

ク
を
包
み
、
さ
ら
に
バ
ナ
ナ
の
葉
で

包
ん
で
土
の
中
で
蒸
し
焼
き
に
す

る
、
と
て
も
ハ
イ
カ
ロ
リ
ー
な
一
品

で
す
。
他
に
も
西
洋
文
化
の
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
、
ピ
ザ
、
パ
ス
タ
、
フ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
等
の
大
盛
の
食
事
を
主
食

に
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
他
の
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
移
動
手
段

トンガ王国の今

中野　俊太郎
Nakano Shuntaro
TANITA Europe B.V.

JICA の ODAプロジェクトで改善整備された
トンガViola 病院

JICA よりトンガ赤十字社へ寄付されたバン

JICA の支援で建設されたローカルクリニック
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で
す
。
基
本

は
車
移
動

で
、
デ
フ
ォ

ル
ト
で
「
歩

か
な
い
」
と

い
う
点
も
肥

満
率
を
高
め

て
い
る
要
因

の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

■
ト
ン
ガ
渡
航
の
目
的

２
０
２
２
年
1
月
15
日
の
フ
ン
ガ
・

ト
ン
ガ
―
フ
ン
ガ
・
ハ
ア
パ
イ
火
山
で

被
災
さ
れ
た
ト
ン
ガ
国
の
方
々
の
健
康

に
貢
献
す
る
べ
く
、
現
地
赤
十
字
社
を

通
し
て
弊
社
商
品
を
寄
付
す
る
た
め
に

渡
航
し
ま
し
た
。
現
地
16
か
所
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
、
病
院
を

訪
問
し
、
設
置
〜
使
用
方
法
を
説
明
し

ま
し
た
。

訪
問
さ
せ
て
頂
い
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

中
に
は
巻
き
尺
で
身
長
を
測
ら
れ
て
い

た
り
、
〇
〇
cm
と
マ
ー
ク
を
付
け
た
壁

に
背
中
を
つ
け
て
カ
ル
テ
に
身
長
を
記

録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
「
体
重

と
同
時
に
身
長
も
測
れ
る
計
測
機
器
を

寄
付
し
に
来
ま
し
た
」
と
お
伝
え
す
る

と
、「
こ
の
よ
う
な
便
利
な
も
の
が
あ

る
の
か
！
」
と
大
変
喜
ん
で
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
体
重
を
計
る
こ
と
が
健
康
管

理
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
や
、
測
る
こ

と
を
習
慣
と
し
て
毎
日
同
じ
時
間
に
計

測
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様
熱

心
に
聞
い
て
頂
き
、
健
康
に
対
し
て
の

興
味
・
関
心
度
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

■�

２
０
２
２
年
１
月
15
日
の
フ

ン
ガ
・
ト
ン
ガ
―
フ
ン
ガ
・

ハ
ア
パ
イ
火
山

実
際
に
被
災
し
た
地
域
の
中
で
も
一

番
被
害
を
受
け
た
、
市
街
か
ら
離
れ
た

場
所
を
訪
問
し
、
約
1
年
経
っ
た
今
で

も
回
復
で
き
て
い
な
い
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
波
に
流
さ
れ
木
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
車
や

流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
建
造
物
の
跡
地

等
、
案
内
し
て
頂
い
た
方
か
ら
は
当
時

が
ど
れ
ほ
ど
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い
た

か
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

一
方
、
市
街
地
で
は
噴
火
の
あ
と
各

地
に
火
山
灰
が
降
り
積
も
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
除
去
さ
れ
、
一

面
灰
で
覆
わ
れ
て
い
た
首
都
ヌ
ク
ア
ロ

フ
ァ
の
町
並
み
は
災
害
前
の
姿
を
取
り

戻
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
国
民
の
9

割
の
方
が
他
の
島
へ
避
難
す
る
ほ
ど
の

被
害
で
、
1
年
で
元
通
り
に
近
い
生
活

が
で
き
て
い
る
の
は
国
民
の
団
結
力
の

賜
物
だ
と
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
政
府
と
し
て
は
道

路
・
住
居
の
修
復
を
進
め
、
ま
だ
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
日

常
に
戻
れ
る
よ
う
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。■

最
後
に

ト
ン
ガ
出
張
で
様
々
な
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
久

し
ぶ
り
に
日
本
を
離
れ
た
こ
と
で
、
改

め
て
日
本
は
じ
め
他
の
先
進
国
が
健
康

に
対
し
て
の
意
識
が
高
い
と
い
う
こ
と

を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
ト
ン
ガ
国
民
の
皆
様
が

日
常
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
祈

り
、
今
後
も
弊
社
製
品
を
通
し
て
ト
ン

ガ
国
民
の
皆
様
の
健
康
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

トンガ政府が被災した方々へ建設（中）の仮設住宅

お皿も大きい一品料理（左：ラザニア、右：ピザ）

赤十字社で行った授与式の式典

実際に機器を納品・設置したクリニック

津波の影響で車の形が変形

津波で流されてしまったリゾート施設

p16_17_世界の街角_150号_四_納.indd   17 2023/07/07   14:45



18はかる　No.150

●
は
じ
め
に

社
内
で
は
マ
ラ
ソ
ン
好
き
と
し
て
一

部
の
方
に
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、「
共
和
電
業
走
友
会
」
の
Ｇ
Ｍ
（
ゼ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
務
め
て
い

ま
す
。
以
前
は
合
同
練
習
や
大
会
出
場

等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

で
は
メ
ン
バ
ー
の
家
庭
環
境
の
変
化
等

も
あ
り
、
個
々
で
大
会
に
出
場
し
て
記

録
証
を
共
有
す
る
程
度
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
自
分
を
含
め
た
メ
ン
バ
ー

の
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
も
、
そ
ろ
そ

ろ
合
同
練
習
く
ら
い
は
再
開
し
よ
う
か

な
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
に
手
を
出
し
た
キ
ッ
カ
ケ

は
、
２
０
１
１
年
に
旧
国
立
競
技
場
の

ト
ラ
ッ
ク
を
走
る
こ
と
を
目
的
に
会
社

の
同
僚
と
出
場
し
た
フ
ラ
イ
デ
ー
ナ
イ

ト
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
で
す
。
夜
７
時
か
ら
朝
７
時
ま
で
、

チ
ー
ム
の
皆
で
襷
を
繋
い
で
12
時
間
耐

久
リ
レ
ー
を
走
り
ぬ
い
た
経
験
を
通
じ

て
、
走
る
こ
と
の
面
白
さ
や
大
変
さ
を

痛
感
し
た
こ
と
か
ら
、「
今
度
は
マ
ラ

ソ
ン
を
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
思
っ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
当
時
は
ま
さ

か
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
、
ま
し
て
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

ま
で
手
を
伸
ば
す
と
は
考
え
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

●
今
回
出
場
し
た
大
会

６
月
４
日
（
日
）
に
山
形
県
東
根
市

で
開
催
さ
れ
た
「
果
樹
王
国
東
根
さ
く

ら
ん
ぼ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
東
根
市
に
は
弊
社
グ
ル
ー
プ
企

業
で
主
に
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
と
変
換
器
の

製
造
を
担
っ
て
い
る
山
形
共
和
電
業
が

あ
り
ま
す
。
２
０
１
２
年
に
初
め
て
こ

の
大
会
に
参
加
し
た
時
の
理
由
は
、「
そ

こ
に
自
社
工
場
が
あ
る
か
ら
」
と
い
っ

た
程
度
で
し
た
が
、
何
だ
か
ん
だ
言
っ

て
今
回
で
通
算
８
回
目
の
参
加
！
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
の
現
地
開
催

と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
タ
イ

ム
で
は
な
く
な
ぜ
何
度
も
参
加
し
た
く

な
る
か
を
確
か
め
る
た
め
に
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
（
約
21
km
）
を
走
っ
て
き
ま

し
た
。

※
山
形
共
和
電
業
は
こ
の
大
会
の
特

別
協
賛
企
業
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

●
大
会
コ
ー
ス
紹
介

ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
は
陸
上
自
衛
隊

神
町
駐
屯
地
内
に
あ
り
ま
す
。
自
衛
隊

の
敷
地
内
に
入
る
機
会
は
滅
多
に
な
い

の
で
、
何
度
来
て
も
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上

が
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
敷
地
を
出

る
ま
で
の
約
２
km
は
下
っ
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
き
に
く
い
程
度
の
道
が
続

き
、
つ
い
つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
く

な
り
ま
す
。
毎
回
、「
今
は
我
慢
の
時
」

と
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
走
っ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
一
般
道
に
出

て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
こ
の
大
会
特
有

の
歩
道
を
埋
め
つ
く
す
程
の
応
援
が
始

ま
り
ま
す
。

５
km
付
近
で
前
述
の
山
形
共
和
電
業

を
左
手
に
眺
め
な
が
ら
、
こ
の
大
会
の

特
徴
で
も
あ
る
前
半
戦
の
登
り
が
始
ま

り
ま
す
。
10
km
付
近
ま
で
の
約
５
km

を
、
傾
斜
は
き
つ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
地

味
に
登
り
続
け
ま
す
。
こ
こ
は
本
当
に

厄
介
で
す
が
、
そ
の
分
給
水
エ
リ
ア
で

の
ド
リ
ン
ク
や
地
元
の
方
の
応
援
を
有

さくらんぼマラソンに参加して

小林　剛宜
Kobayashi Takanori

株式会社共和電業
営業戦略部プロモーション課課長 

開会式の様子
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難
く
感
じ
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

10
km
を
過
ぎ
れ
ば
登
っ
た
分
だ
け

お
待
ち
か
ね
の
下
り
坂
が
待
っ
て
い

て
、
16
km
手
前
ま
で
一
気
に
下
り
ま

す
。
こ
こ
で
の
走
り
の
切
り
替
え
が
コ

ー
ス
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
ゴ
ー
ル
ま

で
の
後
半
10
km
を
下
り
を
利
用
し
た

ス
ピ
ー
ド
の
ま
ま
走
り
切
れ
る
自
信
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
攻
め
の
走
り
を
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
今
年
の
私
は
自
信

が
持
て
な
か
っ
た
の
で
登
り
と
同
じ
ペ

ー
ス
で
走
り
続
け
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
区
間
は
別
の
意
味

で
も
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
有
志
の
方

に
よ
る
さ
く
ら
ん
ぼ
の
つ
か
み
取
り
、

キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た
タ
オ
ル
、
地
元
の

フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
や
ゼ
リ

ー
の
提
供
が
あ
り
、
つ
い
つ
い
足
を
止

め
た
く
な
り
ま
す
。
タ
イ
ム
を
意
識
し

て
い
た
頃
は
立
ち
止
ま
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
回
は
全
て
を
満
喫
し
て
き

ま
し
た
。

16
km
以
降
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
は
あ
る
も
の
の
、
自
衛
隊
の

敷
地
手
前
ま
で
は
こ
れ
ま
で
に
比
べ
れ

ば
走
り
や
す
い
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は

地
元
の
小
中
学
生
の
応
援
が
盛
ん
な
エ

リ
ア
で
、
手
作
り
の
都
道
府
県
の
ボ
ー

ド
で
応
援
し
て
も
ら
え
ま
す
。
埼
玉
県

出
身
、
東
京
都
在
住
の
私
は
、
こ
の
二

つ
の
ボ
ー
ド
を
見
つ
け
る
度
に
笑
顔
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
い
に
ラ
ス
ト
の
数
km
に
差
し
掛
か

り
、
自
衛
隊
の
敷
地
内
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
の
時
は
あ
ま
り
感
じ

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
傾
斜
を
、
な

ぜ
こ
ん
な
に
も
前
に
進
ま
な
い
の
か
と

思
え
る
程
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
ま
で
の
疲
れ
も
あ
り
当
然
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
は
前
半
戦
の
登
り
よ
り

も
き
つ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
有
難
い

こ
と
に
こ
の
短
い
エ
リ
ア
で
給
水
ポ
イ

ン
ト
が
２
箇
所
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
水

を
飲
む
と
い
う
よ
り
も
、
自
分
に
喝
を

入
れ
る
た
め
に
顔
に
か
け
て
気
合
を
入

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
ゴ
ー
ル
へ
！
最
後

の
１
km
は
舗
装
路
か
ら
砂
利
道
に
変
わ

り
、
足
裏
へ
の
刺
激
が
変
わ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
一
気
に
ペ
ー
ス
を
上
げ
て

み
ま
し
た
。
ま
だ
余
力
が
あ
っ
た
証
拠

で
す
ね
。
ゴ
ー
ル
前
の
直
線
で
は
、
大

会
Ｄ
Ｊ
を
務
め
た
Ｄ
Ｊ
ケ
チ
ャ
ッ
プ

（
藤
本
芳
則
）
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
に

語
り
か
け
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な

言
葉
を
聴
き
な
が
ら
、
幸
せ
な
気
持
ち

で
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
す
る
時
に
抱
く
感
情
は
出
場

す
る
大
会
毎
に
違
っ
て
い
て
、
目
標
タ

イ
ム
を
ク
リ
ア
し
て
嬉
し
い
と
思
う
こ
と

も
あ
れ
ば
、
不
甲
斐
な
い
走
り
で
涙
が

出
て
く
る
程
の
悔
し
さ
を
味
わ
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
幸
せ

だ
な
と
思
え
る
こ
と
は
稀
で
、
走
っ
て
い

る
時
に
沿
道
か
ら
い
た
だ
く
声
援
が
そ

う
思
わ
せ
て
く
れ
た
と
感
じ
ま
す
。
言

葉
で
は
伝
え
き
れ
な
い
の
が
残
念
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
応
援
し
て
も

ら
え
る
大
会
を
他
に
知
り
ま
せ
ん
。
走

っ
て
い
て
こ
ん
な
に
も
笑
顔
に
な
れ
る
大

会
も
他
に
知
り
ま
せ
ん
。
何
度
で
も
参

加
し
た
く
な
る
理
由
は
、
地
元
の
人
を

始
め
と
し
た
大
会
全
体
の
お
も
て
な
し

の
中
に
あ
っ
た
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

●
東
根
市
と
そ
の
周
辺
の
観
光

大
会
後
は
お
待
ち
か
ね
の
食
事
と
温

泉
、
そ
し
て
観
光
で
す
。
食
事
は
名
物

の
肉
そ
ば
と
決
め
て
い
て
、
な
る
べ
く

毎
回
店
を
変
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
東
根
市
内
で
は
な
く
、
隣

の
寒
河
江
市
に
あ
る
「
そ
ば
処　

ひ
ふ

み
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
調
子
に
乗

っ
て
特
盛
を
注
文
し
て
し
ま
い
、
何
と

か
食
べ
き
り
ま
し
た
が
走
り
終
わ
っ
た

体
に
さ
ら

に
負
担
を

か
け
る
結

果
と
な
っ

て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
後

は
立
ち
寄

り
湯
で
汗

を
流
し
、

実
は
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
東

根
の
大
ケ
ヤ
キ
を
見
に
い
く
こ
と
に
。

立
派
な
石
垣
の
あ
る
東
根
小
学
校
の
校

内
に
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
か
ら
壮
大
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
つ
つ
も
、
小
学
生

を
日
々
見
守
っ
て
い
る
姿
か
ら
優
し
い

雰
囲
気
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
場
を
去
る
の
が
名
残
惜
し
く

も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
幹
線
の
時
間
も

近
づ
き
こ
れ
に
て
帰
途
に
つ
き
ま
し

た
。

●
今
後
へ
向
け
て

８
月
上
旬
に
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
大
会

に
出
場
し
ま
す
。
長
野
県
の
野
沢
温
泉

で
開
催
さ
れ
、
27
km
と
短
め
の
距
離

で
は
あ
り
ま
す
が
走
り
ご
た
え
の
あ
る

レ
ー
ス
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
20
km
以

上
を
走
っ
た
こ
と
で
、
全
然
走
れ
て
い

な
い
こ
と
を
自
覚
で
き
ま
し
た
。
山
の

中
を
楽
し
み
な
が
ら
走
り
回
れ
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
練
習
を
積
ん
で
臨
み

ま
す
。

GoPro を持ちながらのランニング

肉そば（特盛）

東根の大ケヤキ
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デジタフオーシャン
DOC-1000

≪新製品≫
ゆれる船上で安定計量を実現
バッテリー式×防水で
厳しい環境にも対応

■ひょう量 / 目量：30kg/50g
■積載寸法：W260 × D380 × H145㎜
■材質：ステンレス
■保護等級：IP68

（指示計は IP65 相当）
■計量精度：± 3％

（フルスケール時）
■使用時間：約 35 時間

（充電時間 8 〜 12 時間）

株式会社田中衡機工業所
TEL.0256-45-1251　FAX.0256-45-2204
https://www.tanaka-scale.co.jp/

ハンドパレットスケール

フロアタートル　マーチⅡ

●シンプル＆リーズナブル
●必要な機能だけに絞り込んだ
　簡単操作のハンドパレットスケール

〈特長〉
・フォークサイズ固定のローコストモデル
・フットブレーキ取付け可能（オプション）

〈仕様〉
型式　　　：FTMⅡ-2000
ひょう量　：2,000kg
目量　　　：1kg
フォークサイズ：W680×L1210×H85〜200mm
バッテリー連続使用時間：最大 80 時間
バッテリー充電時間：約 8 時間

株式会社守隨本店
TEL.052-361-1511　FAX.052-361-1613
https://www.shuzui.jp/

災害対応型高精度液面計

DSV X–2

高精度液面計の新モデル『DSV X-2』は、
液面センサーに世界初のタンク在庫量簡易表
示機能を標準装備し、地震などの災害による
大規模停電時でも地下貯蔵タンク在庫量を簡
易表示できます。また、同機能を用いて在庫
量の変動をチェックすることにより簡易漏え
い点検が可能で、安心して給油や荷卸しがで
きるなど災害時に重要な役割を果たします。
○�全国危険物安全協会における液相部漏えい

点検機器及び液相部常時監視機器の認定品
です（全危協評/第15号:高精度液面計仕様）

●計測タンク数：最大８タンク
●最大取付可能タンク高さ：約 3600mm
●防爆構造：本質安全防爆構造

昭和機器工業株式会社
TEL.03-3716-5777　FAX.03-3716-2384
http://www.showa-kiki.co.jp

スマート水道メーター（SWM）
LPWA 通信端末「IoT-R」

LTE 回線を活用し、検針値（毎日・毎時）、
アラーム情報の取得を遠隔監視にて実現しま
す。「水使用量の見える化」「料金明細表示」「水
道を使った見守りサービス KIZUKI」等、需
要家様向けサービスにもご活用頂けます。
■双方向通信で随時検針や設定変更可能
■毎時検針値収集機能搭載
■�不使用、連続使用、漏水、逆流等の異常を

アラーム機能で早期把握
■瞬時流量取得可能
■内蔵電池で 8 年間毎日遠隔通信が可能
■接点信号で設備監視が可能
■通信端末は防水仕様も用意
全国水道事業体様で導入が進んでおり、
IoT-R は各種インフラ向けに 280 万台超の出
荷実績があります。

東洋計器株式会社
TEL.0263-48-1121　FAX.0263-48-1130
https://www.toyo-keiki.co.jp/

デジタルノギス 大文字２
防塵防水 データ転送機能付

測定値をスマートフォンの専用アプリやパソコ
ンの表計算ソフトに Bluetooth で送信、管理で
きるデジタルノギスです。専用アプリは、測定
値の音声読み上げ、基準値と許容範囲を入力で
きる自動合否判定など、便利な機能付です。水
に濡れる現場で使用できる防塵防水仕様です。
●サイズ　150mm、200mm、300mm
●�最大許容誤差　150mm：± 0.02mm、

200mm/300mm：± 0.03mm
●最小読取値　0.01mm
●防塵・防水性能　IP67
●オートパワーオフ機能付
●デップスバー、微動送り付
●校正証明書（JCSS）発行可能

シンワ測定株式会社
TEL.0256-63-8130　FAX.0256-63-8132
https://www.shinwasokutei.co.jp

マルチパス天然ガス用超音波流量計

UTG1000

概要・仕様（近日発売予定）
本製品は 8 組の超音波センサを採用した天然
ガス用超音波流量計です。
マルチパスと高速信号処理により様々な配管
条件で流れの擾乱に対し高い安定性を有して
います。
保守性、信頼性に優れた構造で、容積式やター
ビン式流量計のリプレースに最適です。
・測定対象：天然ガス
・口径　　：150mm、200mm
　　　　　　（50mm ～ 100mm 開発中）
・耐圧防爆：（Ex dII B T4 Gb）
・型式承認：国際基準 OIML 0.5 級
・実力値　：標準からの差 0.15％以内
　　　　　：再現性 0.05％以内

東京計装株式会社
TEL.03-3434-0441　FAX.03-3434-0455
https://www.tokyokeiso.co.jp
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あ と が き

新型コロナウイルスの取り扱いが５類に引き下げられたのを契機に、日本経済がフルに動き出した感があ

ります。併せて会員企業も活発な事業活動を展開し始め、コロナ禍前を彷彿させます。計工連の事業活動も

フル回転で動き始め、会議やセミナーでは、対面を中心に開催し、委員を始めとした会員企業の皆様、関係

者の皆様に多数ご参画いただけるようになりました。

本誌の編集方針見直し作業も、広報委員会、はかる編集WGの皆様を中心にご意見をいただき、多くの方々

に読んでいただけて、会員間の情報共有の場となるような誌面を工夫して作ってまいりたいと思います。誌

上コンテンツの刷新等、いただきましたアイディアを盛り込んだNEW「はかる」の発行を、2024 年度に

実現させてまいります。是非ご期待ください。

INTERMEASURE 2024開催予定

2024.9/18（水）　　9/20（金）

東京ビッグサイト 東ホール
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